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会 議 日 程 

日 時   平成27年10月９日（金) 午後３時00分 

場 所   教育長室 

 

１ 開会 

 

２ 前回議事録の承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

 

４ 議事 

 (1) 議案第16号 鹿屋市立高等学校通学区域に関する規則の一部改正について 

（Ｐ２） 

５ 報告 

 (1) 鹿屋市議会９月定例会の一般質問について 

（Ｐ３） 

 (2) 第30回国民文化祭２０１５鹿屋市事業について 

 (3) 平成28年度鹿屋看護専門学校入学生募集要項について 

 

６ 動議の討論等 

 

７ その他 

 

８ 閉会 



- 2 - 

議案第16号 

鹿屋市立高等学校通学区域に関する規則の一部改正について 

  鹿屋市教育委員会の行政組織等に関する規則(平成18年鹿屋市教育委員会規則第

２号)第10条の規定に基づき、別紙のとおり会議に付議する。 

平成27年10月９日提出 

                                鹿屋市教育委員会 

                                教育長 中野 健作 

 

 

  （別   紙） 

 

 

（提案理由） 

鹿屋市立鹿屋女子高等学校の活性化策の一環として、学区外からの生徒の確保を図

るため、学区外、普通科の募集定員を変更したいので、本案を提出するものである。 



- 3 - 

鹿屋市立高等学校通学区域に関する規則の一部を改正する規則 

 鹿屋市立高等学校通学区域に関する規則（平成18年鹿屋市教育委員会規則第16号）

の一部を次のように改正する。 

 第３条第３項中「100分の５」を「100分の10」に改め、同項ただし書き中「100

分の95」を「100分の90」に、「額」を「数」に改める。 

   附 則 

 この規則は、平成27年10月９日から施行する。
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報
告

(
1)
 鹿
屋

市
議

会
９

月
定

例
会

の
一

般
質

問
に

つ
い

て
（

教
育

委
員

会
関

係
）

 

番
 

件
名

 
質

問
の

要
旨

 
答

弁
の

要
旨

 
議

員
名

 
１

 
文

化
政

策
に

つ
い

て
 

○
 

文
化

協
会

へ
の

助
成

金
を

類
似

団
体

並
み

に
引

き
上

げ
ら

れ
な

い
か

。
 

○
 

人
件

費
を

除
い

た
運

営
及

び
文

化
活

動
等

へ
の

補
助

と
し

て
1
0
9
万

３
千

円
を

支
出

し
て

い
る

。
ま

た
、

他
市

と
異

な
り

文
化

祭
実

行
委

員
会

に
別

途
1
0
0
万

円
を

支
出

し
て

い
る

の
で

他
市

と
一

概
に

比
較

は
で

き
な

い
。

 
今

後
と

も
効

率
的

な
運

営
や

適
正

な
予

算
執

行
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

助
言

を
行

い
、

市
の

文
化

活
動

が
よ

り
活

発
に

な
る

よ
う

努
め

る
。

 

【
個

人
】

 
柴

立
議

員
 

 
 

○
 

合
併

し
て

1
0
年

経
つ

の
で

文
化

協
会

を
組

織
再

編
す

る
時

期
で

は
な

い
か

。
ま

た
、

旧
町

の
文

化
祭

を
残

し
な

が
ら

市
全

体
の

文
化

祭
を

開
き

、
広

く
交

流
を

深
め

る
べ

き
で

は
な

い
か

。
 

○
 

本
年

度
開

催
さ

れ
る

国
民

文
化

祭
を

機
に

、
４

地
域

の
文

化
協

会
は

、
お

互
い

の
文

化
祭

へ
の

出
演

や
作

品
を

出
品

す
る

な
ど

交
流

が
開

始
さ

れ
た

。
鹿

屋
市

の
新

し
い

文
化

振
興

を
担

っ
て

い
く

組
織

の
在

り
方

、
今

後
の

文
化

祭
等

に
つ

い
て

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
文

化
振

興
の

充
実

に
努

め
て

ま
い

り
た

い
。

 

 

２
 
子

ど
も

た
ち

の
携

帯
電

話
等

へ
の

対
応

に
つ

い
て

 
○

 
児

童
･
生

徒
の

携
帯

電
話
・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

へ
の

対
応

は
、

新
た

な
取

組
が

な
さ

れ
た

と
き

く
が

ど
の

よ
う

な
も

の
か

。
 

○
 

子
ど

も
サ

ミ
ッ

ト
を

開
催

し
、

ネ
ッ

ト
い

じ
め

ゼ
ロ

を
目

指
し

た
小

中
学

校
５

校
の

取
組

発
表

の
基

に
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

し
て

熱
心

な
意

見
交

換
会

が
行

わ
れ

た
。

さ
ら

に
児

童
生

徒
に

よ
り

組
織

さ
れ

た
実

行
委

員
会

に
よ

り
４

つ
の

宣
言

文
を

採
択

し
た

。
ま

た
、
市

Ｐ
連

は
、
「

子
ど

も
を

守
る

責
任

は
保

護
者

に
あ

る
こ

と
を

自
覚

し
、

家
庭

で
の

情
報

モ
ラ

ル
教

育
に

努
め

る
こ

と
」

な
ど

の
提

言
を

県
内

初
の

取
組

を
行

い
大

隅

【
個

人
】

 
松

本
議

員
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地
区

内
に

も
広

が
り

を
見

せ
て

い
る

。
 

３
 
学

力
テ

ス
ト

の
結

果
と

公
表

に
つ

い
て

 
○

 
鹿

屋
市

の
学

力
の

低
迷

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
に

分
析

し
、

今
後

向
上

さ
せ

る
た

め
に

ど
の

よ
う

な
取

組
を

行
う

の
か

。
 

○
 

小
学

校
に

や
や

改
善

の
兆

し
が

見
え

る
も

の
の

、
小

･
中

学
校

い
ず

れ
も

依
然

と
し

て
活

用
に

関
す

る
問

題
に

課
題

が
見

ら
れ

る
。

ま
た

、
小

･
中

学
校

に
共

通
し

た
課

題
と

し
て

論
理

的
に

考
え

る
力

・
表

現
す

る
力

が
弱

い
こ

と
が

あ
げ

ら
れ

る
。

こ
れ

ら
の

力
を

つ
け

る
授

業
づ

く
り

が
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
と

考
え

る
。

授
業

づ
く

り
の

改
善

、
家

庭
学

習
の

充
実

等
に

取
り

組
む

。
 

 
 

学
力

の
向

上
は

児
童

生
徒

の
自

己
実

現
の

基
盤

を
形

成
す

る
と

と
も

に
、

社
会

に
役

立
つ

人
間

の
育

成
と

い
う

点
か

ら
も

教
育

の
目

標
の

重
要

な
一

つ
で

あ
る

。
一

朝
一

夕
に

成
果

は
出

な
い

が
粘

り
強

く
全

力
で

取
り

組
む

。
 

【
個

人
】

 
西

口
議

員
 

４
 
難

聴
者

の
支

援
に

つ
い

て
 

○
 

難
聴

の
児

童
生

徒
へ

の
具

体
的

な
支

援
策

を
示

さ
れ

た
い

。
ま

た
、

学
校

現
場

で
卓

上
型

対
話

支
援

シ
ス

テ
ム

を
活

用
す

る
考

え
は

な
い

か
。

 

○
 

市
内

に
４

人
の

聴
覚

に
障

害
の

あ
る

児
童

生
徒

が
お

り
、

補
聴

器
を

用
い

て
通

常
の

学
級

に
在

籍
し

て
い

る
。

全
て

の
教

育
活

動
に

お
い

て
文

字
に

ふ
り

が
な

を
付

け
た

り
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

活
用

に
よ

り
図

や
絵

を
示

し
た

り
し

、
障

害
の

状
況

を
踏

ま
え

た
個

別
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
鹿

屋
小

の
「

き
こ

え
の

教
室

」
に

難
聴

の
程

度
に

応
じ

通
級

を
行

っ
て

い
る

。
卓

上
型

対
話

支
援

シ
ス

テ
ム

の
活

用
は

、
今

後
研

究
し

て
ま

い
り

た
い

。
 

【
個

人
】

 
米

永
議

員
 

５
 
人

口
減

少
社

会
を

見
据

え
た

地
方

創
生

に
つ

い
て

 
○

 
小

中
学

校
の

学
校

給
食

費
の

無
料

化
を

検
討

す
る

つ
も

り
は

な
い

か
。

ま
た

、
就

学
援

助
制

度
に

つ
い

て
現

状
を

示
せ

。
 

○
 

保
護

者
が

学
校

に
納

め
る

年
間

の
教

材
費

等
は

給
食

費
も

含
め

て
小

学
校

で
約

６
万

３
千

円
、

中
学

校
で

約
８

万
９

千
円

で
あ

る
。

経
済

的
理

由
に

よ
り

就
学

援
助

を
受

け
て

い
る

児
童

生
徒

は
2
0
.
6
パ

ー
セ

ン
ト

の
約

2
,
1
5
0
人

で
年

間
約

１
億

３
千

万
円

を
支

給

【
個

人
】

 
津

崎
議

員
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し
て

い
る

。
就

学
援

助
制

度
や

隣
接

市
町

の
状

況
を

踏
ま

え
る

と
学

校
給

食
費

の
無

料
化

は
困

難
で

あ
る

。
 

 
中

学
校

に
お

け
る

運
動

部
活

動
指

導
に

つ
い

て
 

○
 

有
望

な
人

材
を

育
成

・
指

導
す

る
た

め
に

経
験

の
あ

る
一

般
市

民
や

鹿
屋

体
育

大
学

の
学

生
等

に
一

部
を

委
託

で
き

な
い

か
。

 

○
 

外
部

指
導

者
の

協
力

は
生

徒
の

技
術

面
を

中
心

と
し

た
成

長
発

達
に

大
変

あ
り

が
た

い
こ

と
で

あ
り

、
市

内
1
2
校

中
８

校
の

中
学

校
で

地
域

の
指

導
者

や
体

大
生

な
ど

の
外

部
指

導
者

の
協

力
を

得
て

、
部

活
動

の
指

導
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。
 

 
 

地
域

や
体

大
に

は
優

秀
な

指
導

者
も

多
く

、
今

後
も

学
校

の
実

情
を

踏
ま

え
、

協
力

を
い

た
だ

き
な

が
ら

、
充

実
し

た
部

活
動

に
な

る
よ

う
に

学
校

を
支

援
す

る
。

 

 

６
 
小

中
一

貫
教

育
推

進
事

業
に

つ
い

て
 

○
 

小
中

一
貫

教
育

を
進

め
る

に
当

た
り

、
国

の
動

向
と

本
市

で
行

う
一

貫
教

育
の

今
後

の
方

向
性

を
示

し
て

ほ
し

い
。

 

○
 

今
回

、
新

た
に

上
小

原
小

中
学

校
を

施
設

分
離

型
の

推
進

校
と

し
て

指
定

し
ま

し
た

。
本

年
度

よ
り

３
年

間
か

け
て

学
校

間
の

連
携

は
も

と
よ

り
地

域
と

連
携

し
た

教
育

活
動

の
研

究
・

実
践

を
計

画
し

て
い

る
。

 
小

中
一

貫
教

育
を

目
的

と
し

て
で

は
な

く
、

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

手
立

て
の

一
つ

と
し

て
考

え
て

い
る

。
一

人
一

人
の

児
童

生
徒

の
成

長
を

見
つ

め
、

９
年

間
の

連
続

し
た

学
び

の
中

で
一

人
一

人
に

応
じ

た
き

め
細

や
か

な
指

導
を

行
い

な
が

ら
中

１
ギ

ャ
ッ

プ
の

解
消

を
図

り
、

よ
り

よ
い

学
校

生
活

の
中

で
自

分
ら

し
い

生
き

方
を

実
現

し
て

い
く

た
め

に
必

要
な

能
力

や
態

度
を

身
に

付
け

さ
せ

て
い

き
た

い
と

考
え

る
。

 

【
個

人
】

 
今

村
議

員
 

７
 
学

校
再

編
に

つ
い

て
 

○
 

再
編

で
き

て
い

な
い

学
校

に
つ

い
て

、
今

後
ど

の
よ

う
に

取
り

組
ん

で
い

く
の

か
。

 
○

 
本

年
１

月
、

文
科

省
が

策
定

し
た

「
公

立
小

学
校

・
中

学
校

の
適

正
規

模
・

適
正

配
置

等
に

関
す

る
手

引
き

」
を

参
考

に
、

子
ど

も
達

に
よ

り
よ

い
教

育
環

境
を

提
供

す
る

こ
と

【
個

人
】

 
山

﨑
議

員
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を
第

一
に

考
え

、
地

域
が

抱
え

る
様

々
な

課
題

を
考

慮
し

つ
つ

保
護

者
や

地
域

住
民

の
理

解
と

協
力

を
得

な
が

ら
、

よ
り

良
い

結
論

を
導

き
出

し
て

い
き

た
い

と
考

え
る

。
 

８
 
鹿

屋
女

子
高

等
学

校
に

つ
い

て
 

○
 

鹿
屋

女
子

高
等

学
校

の
将

来
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

考
え

て
い

る
か

。
 

○
 

少
子

化
や

施
設

の
老

朽
化

に
伴

い
、

将
来

を
見

据
え

た
活

性
化

策
や

施
設

の
早

期
整

備
が

望
ま

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
大

隅
地

域
の

人
口

減
少

や
他

の
高

校
の

動
向

等
を

踏
ま

え
、

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
や

情
報

化
社

会
、

少
子

高
齢

化
な

ど
に

対
応

で
き

る
人

材
の

育
成

を
視

点
に

「
特

色
あ

る
鹿

屋
女

子
高

」
、
「

地
域

に
貢

献
す

る
鹿

屋
女

子
高

」
を

目
指

し
、

教
育

委
員

会
に

お
い

て
活

性
化

策
を

総
合

的
に

検
討

し
て

い
る

。
 

 
 

一
方

、
施

設
整

備
に

は
多

額
の

経
費

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

財
源

や
整

備
手

法
に

つ
い

て
関

係
機

関
、

関
係

部
署

と
調

整
を

図
り

協
議

を
進

め
て

お
り

来
年

度
予

算
編

成
時

期
ま

で
に

は
方

向
性

を
見

出
し

た
い

。
 

【
個

人
】

 
繁

昌
議

員
 

９
 
平

和
の

花
束

2
0
1
5
特

別
講

演
に

つ
い

て
 

○
 

特
別

講
演

の
講

師
を

招
聘

す
る

に
当

た
り

、
選

考
基

準
や

経
緯

等
を

示
し

て
ほ

し
い

。
 
○

 
庁

内
関

係
課

や
講

師
派

遣
会

社
等

に
も

情
報

提
供

を
い

た
だ

き
、

複
数

の
講

師
候

補
を

挙
げ

、
本

事
業

の
趣

旨
や

講
演

実
績

、
活

動
実

績
等

を
基

に
決

定
し

た
。

な
お

、
本

講
師

は
、
約

1
,
0
0
0
回

の
教

育
委

員
会

、
学

校
、
Ｐ

Ｔ
Ａ

で
の

講
演

を
含

め
、
こ

れ
ま

で
約

3
,
0
0
0

回
の

講
演

会
を

行
っ

て
い

る
。

 

【
個

人
】

 
眞

島
議

員
 

 
 

○
 

講
演

の
中

で
戦

争
を

賛
美

す
る

発
言

や
暴

力
を

肯
定

す
る

よ
う

な
発

言
が

あ
っ

た
と

聞
く

が
、

問
題

は
な

か
っ

た
か

。
 

○
 

講
師

自
身

の
ア

ジ
ア

諸
国

で
の

子
ど

も
た

ち
へ

の
支

援
活

動
で

の
現

地
の

人
々

と
の

交
流

を
通

し
て

抱
い

た
「

今
を

一
生

懸
命

生
き

る
こ

と
の

大
切

さ
、

教
育

の
大

切
さ

、
誇

り
を

持
つ

こ
と

の
大

切
さ

」
を

写
真

や
映

像
を

駆
使

し
な

が
ら

力
強

く
訴

え
る

も
の

で
あ

っ
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た
。

来
場

者
か

ら
は

「
平

和
に

つ
い

て
考

え
る

良
い

機
会

と
な

っ
た

。
」
等

、
多

く
の

好
評

を
得

た
。

 
 

 
○

 
平

和
教

育
や

人
権

に
つ

い
て

、
今

後
、
「

平
和

の
花

束
」

を
ど

の
よ

う
に

い
か

し
て

い
く

か
。

 

○
 

学
校

教
育

に
お

い
て

は
、

確
か

な
学

力
を

は
じ

め
、

命
や

人
権

、
平

和
を

大
切

に
す

る
豊

か
な

心
、

健
や

か
な

体
等

、
生

き
る

力
を

育
て

て
い

く
こ

と
が

使
命

だ
と

捉
え

て
い

る
。

 
 

 
こ

れ
ら

の
教

育
を

大
切

に
し

て
い

く
と

と
も

に
、

人
類

共
通

の
願

い
で

あ
る

世
界

平
和

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
と

し
て

「
か

の
や

未
来

創
造

プ
ロ

グ
ラ

ム
－

平
和

の
花

束
－

」
の

よ
り

一
層

の
充

実
を

図
っ

て
ま

い
り

た
い

。
 

 

 
学

校
の

空
調

整
備

に
つ

い
て

 
○

 
学

校
の

空
調

を
年

次
的

・
計

画
的

に
予

算
措

置
を

行
い

、
整

備
を

進
め

て
も

ら
い

た
い

。
 
○

 
本

年
度

末
の

普
通

教
室

や
職

員
室

等
の

空
調

設
備

の
設

置
状

況
は

、
小

学
校

7
4
％

、
中

学
校

6
1
％

、
計

7
0
％

と
な

る
見

込
み

で
あ

り
、

県
内

で
も

高
い

設
置

率
と

な
っ

て
い

る
。

今
後

も
、

校
舎

の
増

改
築

や
老

朽
化

し
た

校
舎

の
大

規
模

改
造

工
事

に
併

せ
て

国
の

補
助

金
等

を
活

用
し

な
が

ら
年

次
的

か
つ

計
画

的
に

整
備

を
進

め
る

。
 

 

1
0
 
家

庭
教

育
支

援
に

つ
い

て
 

○
 

本
市

の
家

庭
教

育
支

援
の

取
組

は
ど

の
よ

う
に

な
っ

て
い

る
か

。
 

○
 

子
育

て
の

現
状

・
課

題
・

時
代

に
対

応
し

た
家

庭
教

育
支

援
充

実
の

た
め

、
鹿

児
島

県
家

庭
教

育
支

援
条

例
に

基
づ

き
県

が
策

定
し

た
家

庭
教

育
支

援
施

策
な

ど
を

踏
ま

え
、

家
庭

教
育

の
重

要
性

の
広

報
・

啓
発

に
努

め
る

と
と

も
に

関
係

機
関

と
緊

密
な

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
学

習
機

会
の

充
実

等
に

努
め

て
ま

い
る

。
 

【
個

人
】

 
児

玉
議

員
 

 


